
　
1
6
1
9
年（
元
和
5
年
）、三
重
県
の
松
坂
藩
か
ら
古
田
重
治
が
浜

田
に
転
封
し
、5
万
4
千
石
の
浜
田
藩
が
成
立
し
ま
し
た
。し
か
し
、

2
代
重
恒
に
跡
継
ぎ
が
無
く
、改
易
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
間
、城
下
町

の
建
設
や
藩
政
の
土
台
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。

　
替
わ
っ
て
、1
6
4
9
年（
慶
安
2
年
）に
松
平（
松
井
）周
防
守
家
が
入

り
、広
島
県
の
福
山
藩
と
と
も
に
、中
国
地
方
の
押
さ
え
と
し
て
、監

視
な
ど
の
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。ま
た
、城
下
町
の
整
備
や

藩
札
の
発
行
、新
田
開
発
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1
7
5
9
年（
宝
暦
9
年
）、周
防
守
家
に
代
わ
っ
て
本
多
家
が
入
り

ま
し
た
が
、10
年
後
の
1
7
6
9
年（
明
和
6
年
）に
、再
び
周
防
守
家
が

戻
り
ま
し
た
。11
代
康
福
、13
代
康
任
は
老
中
首
座
と
し
て
幕
府
中

枢
で
活
躍
し
、12
代
康
定
は
本
居
宣
長
と
の
交
友
や
藩
校
を
創
設
し

て
い
ま
す
。こ
の
時
期
に
は
、植
林
や
た
た
ら
産
業
、石
州
半
紙
な
ど

の
産
業
振
興
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、外
ノ
浦
、瀬
戸
ヶ
島
、長
浜
の
湊
も

発
展
し
ま
し
た
。

　
1
8
3
6
年（
天
保
7
年
）に
は
、松
平（
越
智
）右
近
将
監
家
が
6
万
1

千
石
で
入
り
ま
し
た
。し
か
し
、1
8
6
6
年（
慶
応
2
年
）の
第
二
次
幕

長
戦
争
で
大
村
益
次
郎
率
い
る
長
州
軍
と
戦
い
、幕
府
軍
が
大
敗
を

喫
し
た
た
め
、再
興
を
期
し
て
自
焼
退
城
し
、岡
山
県
の
津
山
に
あ
っ

た
飛
び
地
に
移
り
ま
し
た
。一
方
、浜
田
は
長
州
藩
の
支
配
地
と
な

り
、明
治
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

浜
田
藩
の
歴
史

浜田の城下町は、浜田川を境に北側に浜田城と「曲輪内」「丸の内」と呼ばれる上・中級家臣の侍屋敷が置
かれ、南側には「浜田八町」と呼ばれた商工業にたずさわる人々の町屋や中・下級家臣の侍屋敷などが置
かれました。浜田川には北側の城と南側の城下をつなぐ唯一の橋として「大橋」が架けられ、実質的な大手
の役割を担っていました。また、防衛拠点ともなる寺院は、城下町の出入口に置かれ、特に城下の西側に多
く配置されました。城下町には松原浦、浜田浦が組み込まれているほか、藩内最大の貿易港である外ノ浦
湊や幕末に発展する瀬戸ヶ島湊には、物資と情報が集積され、経済的発展が促進されました。

浜田の
城下町

一般社団法人 浜田市観光協会
〒697-0022 島根県浜田市浅井町 777-35  TEL.0855-24-1085  FAX.0855-24-1081

浜田の観光情報は
はまナビで！
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昔はこんな

街だった！？

続
日
本
100
名
城

ガイド
マップ Hamada Castle 

Ruins
Guide map

浜
田
城
跡

1619（元和5） 古田重治が三重県の松坂藩から5万4千石で入る
1623（元和9） 城下町が整うという
1646（正保3） 跡継ぎをめぐる古田騒動がおこる
1648（慶安1） 古田家が改易され、一時幕府領となる
1649（慶安2） 松平（松井）周防守家が兵庫県の宍粟藩から5万4百石で入る
1724（享保9） 江戸藩邸で鏡山事件がおこる
1759（享保10） 本多家が茨城県の古河藩から5万石で入る
1767（明和4） 幕府を巻き込む浜田宗論がおこる
1769（明和6） 再び周防守家が愛知県の岡崎藩から入る
1785（天明5） 周防守家に1万石が加増され6万4百石となる
1791（寛政3） 藩校長善館が創設される
1835（天保6） 仙石騒動に連座し、幕府が転封を申し渡す
1836（天保7） 竹嶋一件が発覚。松平（越智）右近将監家が群馬県の舘林藩から6万1千石で入る
1864（元治1） 第一次幕長戦争で益田まで出陣
1866（慶応2） 第二次幕長戦争により浜田城が落城

浜
田
藩
年
表

浜田藩主一覧
初代

２代

３代

４代

５代

６代

７代

８代

９代

10代

11代

12代

13代

14代

15代

16代

17代

18代

古田重治

古田重恒

松平康映

松平康官

松平康員

松平康豊

松平康福

本多忠敞

本多忠盈

本多忠粛

松平康福

松平康定

松平康任

松平康爵

松平斉厚

松平武揚

松平武成

松平武聡

1619～1623

1623～1648

1649～1674

1675～1705

1705～1709

1709～1735

1736～1759

1759～1759

1759～1767

1767～1769

1769～1789

1789～1807

1807～1835

1835～1836

1836～1839

1839～1842

1842～1847

1847～1866

古田家

本多家

松平周防守家
（松井松平）

前期

松平周防守家
（松井松平）

松平右近将監家
（越智松平）

後期

すおうのかみ

すおうのかみ

うこんしょうげん

＜外様＞
伊勢国松坂より転封。
城下町を築くが断絶。

＜譜代＞
播磨国宍粟より転封。
康映による城下整備や
康官による城内庭園整
備が行なわれる。下総
国古河へ転じる。

＜譜代＞
下総国古河より転封。
10年後に三河国岡崎
へ転じる。

＜譜代＞
三河国岡崎より７代康
福が再度転封。康福、
康任は老中を勤める。
奥州棚倉へ転じる。

＜親藩＞
上野国館林より転封。
第二次幕長戦争に敗
れ、美作国久米へ移り､
鶴田藩と改称。武聡は、
江戸幕府最後の将軍
徳川慶喜の弟。

しげはる

しげつね

やすてる

やすのり

やすかず

やすとよ

やすよし

ただひろ

ただみつ

ただたか

やすよし

やすさだ

やすとう

やすたか

なりあつ

たけおき

たけしげ

たけあきら

長安院

長安院

妙智寺

西岸寺
※長安院を
　西岸寺と
　改称

恵賢寺
→宝珠院

菩提寺

外ノ浦
北前船寄港地

日和山方角石

日本遺産

松原湾

浜田漁港

浜
田
川

金刀比羅神社

はちえもんだるま
絵馬掛所

会津屋八右衛門の碑 外ノ浦駐車場

浜田市役所
山陰
本線

浜田医療センター

浜田駅

P

浜田城跡浜田城跡

（浜田城主歴代碑）
浜田市
浜田城資料館

濱田護國神社

宝珠院
長安院

浜田
郵便局

浜田ニュー
キャッスル
ホテル

石央文化ホール キヌヤ

浜田警察署

ゆめタウン
浜田

エビス
セブン
イレブン

妙智寺
石神社

高尾山

鏡山
▲

旗竿山
▲

▲

9

9

9

9

186
186

浜田市
浜田郷土資料館

アクセス
マップ

栄町駐車場P

P

P

江戸時代に藩の財政を救った
浜田の偉人・会津屋八右衛門を
モチーフとした
紙絵馬を掛けて
願いを叶えよう！
絵馬はJR浜田駅の
特産品販売所などで
購入できます。

江戸時代に藩の財政を救った
浜田の偉人・会津屋八右衛門を
モチーフとした
紙絵馬を掛けて
願いを叶えよう！
絵馬は横にある
自販機などで
購入できます。

【アクセス】JR浜田駅より 徒歩20分／ JR浜田駅より 石見交通バスで10分（「城山公園前」下車）
山陰自動車道 浜田ICより 車で10分

浜田市観光ボランティアガイドの会

日時／毎週日曜日（9：30～15：00、7・8月、
12～2月を除く） ※その他はご予約ください。

幕末にタイムスリップ！
歴史を交えながら楽しくご案内
します。

詳しくはこちら



松原湾

浜田川

P

P

P

浜田城資料館駅鈴
モニュメント

濱田護國神社

浜田県庁の門

浜田藩
追懐の碑

社務所

秋葉神社 （大型）（大型）
しゃべる！
浜田城跡
自販機

しゃべる！
石見神楽自販機

城山公園前
バス停

ふれあい広場

焔硝蔵の曲輪

井戸跡

出丸

本丸

本丸
一ノ門跡

中ノ門跡

報国忠勇之碑跡

二ノ門跡

裏門跡

大手門跡↓江津方面

↑益田方面

浜田
ニューキャッスル
ホテル

浜田税務署

1

6

2

4

8

7

3
5

国
道
9
号
線

城山

1
MAP Ｎｏ．

浜田城資料館（御便殿）
浜田城をはじめ、日本遺産である北前船寄港地 外ノ浦（と
のうら）や歴史的建造物である御便殿（当資料館）などに
ついて知ることができます。
※入館無料、続日本100名城スタンプあります。
［TEL］0855-28-7151
［開館時間］9：00～17：00
［休館日］月曜日・休日の翌日・12/29～1/3

3
MAP Ｎｏ． 浜田藩
追懐の碑

1989年（平成元年）に先人
を顕彰するため建立された
もの。この石碑には、大村益
次郎を描いた歴史小説『花
神』を縁に司馬遼太郎氏の
碑文「浜田城」があり、石見
人気質と浜田城の歴史や文
化を偲ぶことができます。

2
MAP Ｎｏ．

駅鈴モニュメント
第12代浜田藩主 松平康定が松坂（三重県松阪市）
の本居宣長に贈った駅鈴を模したモニュメント。石
見地方の地場産業である石州瓦の技術を用いて、
浜田市と松阪市の友好の証として製作されました。

左下の谷間に中ノ門があり、この谷間を登って登城
していました。また、中腹の大きな曲輪（くるわ）に
は焔硝蔵が設けられていました。山頂周辺は石垣
と塀に囲まれ、二ノ門や本丸一ノ門などがあり、
本丸の奥に天守がありました。

　
初
代
浜
田
藩
主 

古
田
重
治
が
、そ
の
居
城
と
し
て
1
6
2
0

年（
元
和
6
年
）か
ら
築
城
に
着
手
、1
6
2
3
年（
元
和
9
年
）ま
で

に
は
城
及
び
城
下
が
整
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。浜
田
城
は
標

高
67
ｍ
の
丘
陵
上
に
築
か
れ
た
平
山
城
で
、「
亀
山
城
」と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
山
頂
に
本
丸
を
構
え
て
、三
重
櫓
と
呼
ば
れ
る
天
守
や
六
間

長
屋
等
を
設
け
、中
腹
の
二
ノ
丸
に
は
二
ノ
門
や
焔
硝
蔵
、時
打

番
所
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。東
側
山
麓
に
は
堂
々
た
る

規
模
を
持
つ
中
ノ
門
が
あ
り
、二
ノ
丸
と
三
ノ
丸
の
境
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。三
ノ
丸
に
は

東
側
山
麓
に
御
殿
を
は

じ
め
、多
く
の
蔵
や
役

所
、番
所
等
が
設
け
ら

れ
、浜
田
川
が
流
れ
る

西
側
山
麓
に
は
庭
園
や

茶
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、夕
日
ノ
丸
に
も

茶
屋
を
は
じ
め
、当
初

は
櫓
も
建
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

7
MAP Ｎｏ． 中ノ門跡
多門（多門造、渡門）ともいわれ、門の上に屋敷があり
緊急時には家老が詰めるなど重要な門でした。

6
MAP Ｎｏ． 本丸
左奥に天守（三重櫓）がそびえていました。ここから浜田
市街や日本海が一望できます。

左奥の石垣がニノ門の石垣です。
この石垣を進むと高い石垣で方形
に囲まれた空間があり、進路を阻む
構造（枡形虎口（ますがたこぐち））
となっています。浜田城ではニノ門
にだけみられます。

5
MAP Ｎｏ． 二ノ門跡

8
MAP Ｎｏ． 濱田護國神社
社務所

本丸・二ノ丸主要部周辺

上空から望む本丸と二ノ丸

三ノ丸

（復元：三浦正幸　制作：株式会社エス）

（復元：三浦正幸　制作：株式会社エス）

石見国亀山城図　1862年（文久2年）
浜田城の具体的な姿を知ることのできる絵図です。（浜田市教育委員会提供）

浜
田
城
跡
を

浜
田
城
の
築
城
と
構
造

続日本
100名城

本丸から見た日本海

眺めを

浜田城跡 御城印
観光・登

城の記念にぜひお買い求めください♪

全2種

散
策
し
よ
う
！

浜田城跡の御城印やペーパークラフトなどを販売して
います。※続日本100名城スタンプあります。
［TEL］0855-22-0674　
［営業時間］8：00～16：00　［定休日］なし

天守（三重櫓） （復元：三浦正幸　制作：株式会社エス）

（復元：三浦正幸　制作：株式会社エス）
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長州藩の支配が終わり、1870年
（明治3年）に浜田県が設置された
後、1872年（明治5年）頃に県庁の
門として建てられました。
1967年（昭和42年）に現在地に
移築されました。

4
MAP Ｎｏ． 浜田県庁の門

浜田城跡ラ
ッピング自販機

DyDo×浜田市観光協会しゃべる
！

初代藩主・古田重治がお
しゃべりする楽しい自販
機を設置しています。自
販機限定の「浜田城 歴
代藩主印（御将印）」（全
6種）が購入できます。

レアは
ぼくだる♥


